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▽病院事業管理者報告 

病院事業管理者   大塚 正彦 

▽懇談 

乾杯挨拶  院長  國本 聡 

▽診療局紹介 

▽最新治療のポスター紹介 

・循環器科     林田 啓 

・脳神経外科    古市 眞 

・整形外科     大島 正史 

▽閉会のことば 副院長 峯川 宏一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご挨拶 

第 16 回地域連携推進懇話会は、南部保健医療圏等の医療者間での顔の見える関係構築を目的

として、第 14回と同じくフレンディアで開催されました。 

当日は当院の職員を含め約 300名の方々にご出席いただき、感謝申し上げます。 

奥ノ木市長や大塚事業管理者の挨拶にありましたように、当院は昨年 4月に地域医療支援病院

に承認されて以降、「断らない医療」を推進して参りました。 

地域の先生方のご協力により、救急車の受け入れ数は月約 600件と大幅に増加し、紹介率およ

び逆紹介率も右肩上がりに上昇し、最近はどちらも 80％前後で推移しています。 

さらに、救急紹介ホットラインを開設し、先生方から月 60-90件の電話での診察依頼を受け 

ております。 

このようなデータから、地域医療支援病院として十分に機能しているものと考えております。

しかし、『断らない医療』を実施してきたことで、入院が長期化する等の問題も出てきておりま

す。 

高齢者の誤嚥性肺炎、骨折などでの入院が増えたことが原因と考えています。これに対し早急

に対策を講じる必要がありますが、私達としては病診連携、病病連携が何よりも重要であると思

っております。 

当院は、将来的に DPCⅡ群病院（大学病院本院に準じた診療密度と一定の機能を有すると考え

られる病院）を目指しています。急性期病院として生き残り、地域医療の崩壊を防ぐためです。 

今後とも、更なる病診連携、病病連携の強化が求められておりますので、 

ご協力のほど何卒よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副院長・患者支援センター副センター長 

山﨑 博之 

 

  ▽主催者挨拶 

  川 口 市 長  奥ノ木 信夫   

  ▽来賓挨拶 

  川口市医師会会長  鹿嶋  広 久様 

  ▽来賓紹介 

  川口歯科医師会会長  渡辺  幸 男様 

  川口薬剤師会会長  梅澤  英 臣様 

  蕨戸田市医師会会長  金子  健 二様 

  蕨戸田歯科医師会会長  山岡  昌 彦様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪懇談 全体の様子≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ポスター掲示≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環器科 林田医師            脳神経外科 古市部長 

「カテーテルアブレーション治療」     「ハイブリッドバイプレーン 

全身血管造影装置による治療」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整形外科 大島副部長 

「脊椎の低侵襲治療」 



アンケート結果 

 

 質問 

 

 

 

 

職種 

Ⅰ  

地域医療支援病院としての期

待する役割・ご意見・ご要望等

をお聞かせください。 

Ⅱ  

懇談のご感想、ご意見等を 

お聞かせください。 

Ⅲ  

日頃の地域連携についてお困

りのことや、今後の講演内容ま

たは医療センターへのご意

見・ご要望等をお聞かせくださ

い。 

医科 ・困ったときは是非よろしくお

願いします。 

・たくさんの医師とご挨拶でき

てよかったです。 

いつもと違う形式で。 

・動画がすごく綺麗だった。 

・整形外科・循環器の先生方の

説明もわかりやすくためにな

りました。ありがとうございま

す。 

歯科 ・患者をなるべく医療センター

から他院へまわさないで。 

・他科の先生方とお話しができ

て連携できそうです。 

・ありがとうございました。 

・ホットラインがつながらな

い。 

薬剤師 ・今後のご指導にご協力できる

ようになりたいと思います。 

・もう少し他業種同士の方と話

し合えたら良いなと思う。同業

の方との交じり合いになってい

た。 

・具体的に協力できることを学

び役に立てたらよいなと思っ

た。 

看護師  ・連携室の方ともごあいさつで

き感謝しております。 

・現在の所、連携室を通して受

入していただいているので助

かっております。 

相談員 ・地域の方はもちろん多少遠方

の方でも精査などお願いした

い。 

・パネルの説明が少々聞こえず

らかった。 

 

連携担当 ・いつもお世話になっておりま

す。 

・ありがとうございました。  

事務職 ・川口市、医療圏内の中核とし

て医療機関等との連携体制の

充実を願っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



川口市立医療センター Kawaguchi Municipal Medical Center 

連携便り 3月号 

 光陰矢の如しとはよく言ったもので、昨年から今年にかけてはアッという間の１年でした。昨

年のこの時期は患者支援センター開設に向けての会議が毎週のように開かれて慌ただしい時を

過ごしていたのが昨日のことの様です。 

この年は当院にとっても変化の大きな１年でした。 

昨年４月に地域医療支援病院になり、完全に紹介型病院にかじを切った年でありました。そのた

めいっそう地域の医療機関との連携が必要になり、その中心を担う患者支援センターの役割がま

すます重要になってきた年でした。 

幸いな事に、職員の力により支援センターも大きなトラブルもなく順調な滑り出しを見せてくれ

ました。まだまだ課題は多々ありますが、今後も地域を担う急性期病院の窓口として発展してい

きたいと考えています。 

さて今回の連携便りは先日フレンディアで行われた第１６回地域連携推進懇話会の報告です。 

盛況に行われましたので、ご一読ください。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Information 

次回 第１7 回地域連携推進懇話会について 

2019 年 7月 2日（火）19：00～20：30 

会場：川口市立医療センター 3階講堂 

詳細は後日改めてご報告いたします。 
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編集後記  

 暖かい日が少しずつ増え、春

の訪れを感じるようになりまし

た。 

新年度も何卒よろしくお願い

申し上げます。 

連携担当 

副院長・患者支援センターセンター長 

峯川 宏一 


